
水
が
さ
さ
え
る
豊
か
な
社
会

独

立

行

政

法

人

水

資

源

機

構

一
庫
ダ
ム
管
理
所

31Vol
令和4年8月31日

（2022年）

一 庫 ダ ム の
公 式 ダ ム カ ー ド
と オ リ ジ ナ ル の
プライベートダム
カ ー ド
9・ 1 0・ 1 1月は
（秋バージョン）
を 配 布 中 ！

Topics

貯水位

EL. 132.47m

貯水池の状況
(R4.08.15 撮影)

貯水率 84.0%

利水基準点
（虫生地点 ）
の位置

一
庫

大
路
次
川

野尻川

前川

藻
川

野間川

初谷川

ガウナイ川

田尻川

箕面川

一庫ダム

川 西 市

猪 名 川 町

豊 能 町

虫 生

ツイッターでも
情報やお知らせ
をいち早く発信
しています！

@ jwa_hitokura

取 水 制 限 一 庫 ダ ム

期 間 日数
制限率

最低
貯水位

最低貯水率
記録日

上水 農水 開始日 (洪水期換算)

R 4. 2.17 ～ R 4. 5.23 96日間
10%
20%

R 4. 2.17～
R 4. 3.23～

123.07m
20.5%

(41.4%)
R 4. 3.18

R 4. 7. 7 ～ R 4. 7.21 15日間 20% R 4. 7. 7～ 128.31m 63.2% R 4. 7. 9

（表 - 1） R３・４年度 猪名川水系取水制限一覧

■

令

和

４

年

２

月

か

ら

の

渇

水

■

令

和

４

年

７

月

の

渇

水

貯 水 率 の 比 較

貯水率100%（H30.3.27）

貯水率20.8%（R4.3.17）

今

月

の

一

庫

ダ

ム

令
和
４
年
２
月
17
日
か
ら
96
日
の
取
水
制
限

（
最
大
20
％
）
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
一
庫

ダ
ム
管
理
39
年
間
で
４
番
目
の
長
さ
に
な
り
ま

す
。
実
は
、
こ
の
取
水
制
限
は
、
前
年
か
ら
の

少
雨
が
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
令
和
３
年

10
月
の
降
雨
量
は
、
平
年
の
４
割
程
度
で
、

そ
の
後
２
か
月
は
平
年
並
み
で
あ
っ
た
も
の
の
、

そ
も
そ
も
降
雨
量
自
体
が
少
な
い
時
期
だ
っ
た

た
め
、
ダ
ム
の
貯
水
量
が
減
り
続
け
ま
し
た
。

こ
の
間
、
水
道
事
業
者
の
皆
様
の
自
主
節
水

な
ど
に
よ
り
、
取
水
制
限
の
開
始
時
期
を

約
３
か
月
先
延
ば
し
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

５
月
23
日
に
取
水
制
限
が
解
除
さ
れ
ま
し
た
が
、

そ
の
後
、
ま
と
ま
っ
た
降
雨
が
見
込
め
ず
、

貯
水
量
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
た
た
め
、
一
週
間

後
の
６
月
１
日
か
ら
水
道
事
業
者
の
皆
様
に

よ
る
自
主
節
水
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
６
月
14
日
に
梅
雨
入
り
し
ま
し
た

が
、
わ
ず
か
２
週
間
後
に
梅
雨
明
け
と
い
う

統
計
開
始
以
降
最
も
短
い
梅
雨
と
な
り
ま
し
た
。

６
月
下
旬
か
ら
は
田
ん
ぼ
な
ど
で
、
下
流
で

最
も
水
を
必
要
と
す
る
時
期
だ
っ
た
た
め
、

ダ
ム
貯
水
量
の
大
き
な
低
下
が
懸
念
さ
れ
た

こ
と
も
あ
り
、
７
月
７
月
か
ら
取
水
制
限
が
開

始
さ
れ
ま
し
た
（
通
常
は
10
％
開
始
の
と
こ
ろ

を
20
％
か
ら
開
始
）
。
そ
の
後
、
幸
い
に
も

ま
と
ま
っ
た
降
雨
に
よ
っ
て
ダ
ム
貯
水
量
が

回
復
し
た
た
め
、
15
日
後
の
７
月
21
日
に
取
水

制
限
は
解
除
さ
れ
ま
し
た
。

ダ
ム
に
貯
ま
っ
て
い
る
水
は
、
限
り
の

あ
る
資
源
で
す
。
普
段
の
生
活
に
お
い

て
も
、
水
を
大
切
に
使
っ
て
頂
き
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

一
庫
ダ
ム
が
あ
る
猪
名
川
流
域
で
は
令
和
２

年
度
か
ら
３
年
連
続
で
渇
水
が
発
生
し
ま
し
た
。

今
年
で
み
る
と
、
令
和
４
年
２
月
～
５
月
と

７
月
に
２
回
の
取
水
制
限
を
行
っ
て
い
ま
す
。

（
右
ペ
ー
ジ
の
年
間
貯
水
位
曲
線
と
表-

１
を
参
照
）

取
水
制
限
は
ダ
ム
の
貯
水
率
が
洪
水
期
60
％

（
非
洪
水
期
30
％
）
を
下
回
り
、さ
ら
に
貯
水
率

の
低
下
が
懸
念
さ
れ
る
場
合
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

取
水
制
限
と
は
名
前
の
と
お
り
、
川
か
ら
取

水
す
る
水
量
を
一
定
の
割
合
、
制
限
す
る
た
め

（
ダ
ム
か
ら
の
放
流
量
を
少
な
く
す
る
）
、
ダ
ム

の
貯
水
量
を
温
存
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

一
庫
ダ
ム
で
は
、
取
水
制
限
が
実
施
さ
れ
る

前
に
、
貯
水
量
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
た
時
点
で
、

ダ
ム
に
貯
留
さ
れ
て
い
る
水
を
少
し
で
も
大
事

に
使
い
た
い
と
い
う
想
い
か
ら
、
水
道
事
業
者

の
皆
様
が
自
主
節
水
（
自
主
的
に
川
か
ら
取
水

す
る
水
量
を
少
な
く
す
る
こ
と
＝
ダ
ム
か
ら
の

放
流
量
を
少
な
く
で
き
る
）
を
実
施
し
て

頂
い
た
こ
と
で
、
ダ
ム
貯
水
量
の
温
存
を
図
り
、

取
水
制
限
が
開
始
さ
れ
る
時
期
を
先
延
ば
し
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

近
年
の
異
常
気
象
の
影
響
で
、
雨
が
平
年
の

３
倍
降
っ
た
月
の
あ
と
に
平
年
の
１
／
３
し
か

降
ら
な
い
な
ど
、
気
象
の
極
端
化
も
生
じ
て

い
ま
す
。

水
位
（
E
L
.m
）

雨
量
（
m
m
）

虫
生
地
点
流
量
（
m
3 /
ｓ
）

1/1 2/1 3/1 4/1 5/1 6/1 7/1 8/1

ダム流入平均雨量

制限水位 貯水位平常時最高貯水位 EL.149.0m 洪水期の制限水位
EL.135.3m

確保すべき流量

ダムからの補給

※ 1月～ 7月の
ダム補給総量は
10 ,752千m3

実績流量（虫生地点） ダムが無かった場合の流量 確保流量（虫生地点）

貯水率20.5％（３/１８）

0
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137
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122
10
9
8
7
6
5
4
3
2
1
0
1/1 2/1 3/1 4/1 5/1 6/1 7/1 8/1

令 和 4 年 虫 生 地 点 補 給 状 況

一

庫

ダ

ム

令
和
３
・
４
年
度

渇
水
の
総
括◆

な

ぜ

渇

水

に

な

る

の

？

前
述
の
と
お
り
、
ダ
ム
で
は
下
流
の
皆
さ

ん
が
安
定
し
て
水
を
使
え
る
よ
う
、
必
要
な

時
に
継
続
し
て
補
給
（
放
流
）
し
て
い
ま
す
。

ダ
ム
に
入
っ
て
く
る
水
量
以
上
の
量
を
補
給

（
放
流
）
す
る
と
ダ
ム
の
貯
水
量
は
減
っ
て

い
き
ま
す
。
降
雨
に
よ
り
、
ダ
ム
か
ら
放
流

す
る
量
以
上
の
水
量
が
ダ
ム
に
入
っ
て
こ
な

い
と
ダ
ム
の
貯
水
量
は
回
復
し
ま
せ
ん
。

ダ
ム
の
貯
水
量
が
減
っ
て
い
る
時
は
、
言
い

換
え
る
と
、
皆
さ
ん
の
た
め
に
ダ
ム
が

頑
張
っ
て
い
る
状
況
と
言
え
ま
す
。

●
雨
量
、
貯
水
池
状
況
、
流
況

7
月
の
月
雨
量
（
ダ
ム
流
域
平
均
雨
量
）

は
２
３
３
．
6
㎜
で
、

平
年
２
１
５
．
7
㎜
に
対
し

約
１
０
８
％
の
雨
量
で
し
た
。

一
庫
ダ
ム
の
下
流
河
川
の
状
況
は
、
利
水

基
準
地
点
虫
生
（
む
し
ゅ
う
）
へ
11
日
間
、

約
１
３
５
万

を
補
給
し
ま
し
た
。

8
月
30
日
現
在
、

貯
水
率
は
約
９
７
．
1
％
で
す
。

ｍ
３

令和4年2月渇水における自主節水等によるダム貯水量温存の効果

雨
量
（
m
m
） 80

60
40

20

0

14,000

12,000

10,000

8,000

6,000

4,000

2,000

0

10％

20％

30％

40％

雨量（実績）

自主節水開始 10月29日0時～

自主節水強化 11月18日0時～

自主節水等による貯水量温存効果： 6 , 830千m 3

自主節水等の対策あり 対策なし

取水制限10％ 2月17日10時～

4
10
3 0 0 0 1 1 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 00 0 00 0 0 01 1 3 1 13 3 11 12 2 2

31 32
18

28

12 11
15

1214
78

11/21 2/9

貯
水
容
量
（
千
m
3
）

何もしていなければ、R3.11.21頃には取水制限が開始されていましたが、自主節水等を
実施することで6 ,830千m3のダム貯水量を温存できたため、取水制限の開始を約3か月
(R4.2.17)先延ばしできました。

一庫ダムの主な年間貯水位曲線と令和４年の日雨量
2022/08/30
9時現在

洪水貯留準備水位 EL.135.3m
（6/16～10/15）

150

140

130

120

110

200

150

100

50

0

貯水位（EL.m）

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

雨量（mm）

R4年雨量 平年貯水位（S58～R3） 過去最少降雨年（H6） R３年貯水位 R4年貯水位

平 常 時 最 高 貯 水 位
E L . 1 4 9 . 0 m

平 常 時 最 高 貯 水 位
E L . 1 4 9 . 0 m

取水制限取水制限

弾力的管理試験（6/16～7/15)

※今年は貯水位が低かったため実施せず



〒666-0153

兵庫県川西市一庫字唐松4番地の1

TEL:072-794-6671

一庫ダム管理所
独立行政法人 水資源機構

一庫ダムHP

井補野

Ｐ

一庫ダム管理所

Ｐ

173

至川西市街

至能勢町

173

FAX:072-794-1908

７
月
20
日
（
水
）
に
、
エ
フ
エ
ム
い
た
み
で

毎
週
水
曜
日
17
時
15
分
か
ら
放
送
さ
れ
て
い
る

「
備
え
て
安
心
！
上
村
悠
の
防
災
ラ
ジ
オ
」

の
取
材
を
受
け
ま
し
た
。

始
め
に
、
説
明
ホ
ー
ル
に
て
防
災
施
設
と
し

て
の
一
庫
ダ
ム
の
役
割
や
伊
丹
市
と
の
関
わ
り

な
ど
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
形
式
で
収
録
し
た
後
、

パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
の
上
村
さ
ん
に
ダ
ム
内
部
を

歩
き
な
が
ら
、
地
震
計
、
常
用
洪
水
吐
ゲ
ー
ト
、

非
常
用
洪
水
吐
ゲ
ー
ト
、
利
水
放
流
管
な
ど
を

リ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
初
は
１
回
の
み
の
放
送
予
定
で
し
た
が
、

ダ
ム
の
役
割
、
現
地
リ
ポ
ー
ト
と
盛
り
だ
く
さ

ん
の
内
容
だ
っ
た
た
め
、
７
月
27
日
（
水
）
、

８
月
３
日
（
水
）
と
2
回
に
分
け
て
放
送
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
伊
丹
市
と
周
辺
地
域
の

皆
様
に
、
一
庫
ダ
ム
を
紹
介
し
て
い
た
だ
く

よ
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

Ｆ

Ｍ

い
た

み

取

材

！

一
庫
ダ
ム
が
建
設
さ
れ
た
猪
名
川
は
、
淀
川
か
ら
枝
分
か
れ
し
て
い
る
神
崎
川
に
流
れ
込
む
河
川

で
、
淀
川
水
系
に
属
し
て
い
ま
す
。
こ
の
猪
名
川
の
下
流
地
域
に
は
尼
崎
市
、
伊
丹
市
、
豊
中
市
、

中
流
地
域
に
は
川
西
市
、
宝
塚
市
、
池
田
市
、
箕
面
市
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
地
域
は
戦
後
の
経
済
成

長
と
人
口
急
増
に
よ
り
、
水
不
足
が
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
猪
名
川
は
昭
和

13
年
、
昭
和
28
年
の
大
洪
水
に
よ
り
沿
岸
の
人
た
ち
は
大
き
な
被
害
を
こ
う
む
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
た
め
洪
水
調
節
機
能
を
も
っ
た
ダ
ム
を
つ
く
り
、
猪
名
川
の
河
道
改
修
と
一
体
と

な
っ
て
洪
水
の
被
害
を
軽
減
し
、
併
せ
て
渇
水
時
に
は
農
業
用
水
、
上
水
道
用
水
と
し
て
ダ
ム
か
ら

水
を
補
給
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
50
～
60
万
人
分
の
都
市
用
水
を
生
み
だ
す
多
目
的
ダ
ム
の
建
設

が
計
画
さ
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
て
地
元
住
民
、
及
び
関
係
機
関
の
皆
様
か
ら
の
深
い
ご
理
解
と

32
世
帯
の
移
転
等
に
つ
い
て
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
一
庫
ダ
ム
は
16
年
の
歳
月
と
約
６
３
８
億
円

の
建
設
費
を
投
じ
て
１
９
８
３
（
昭
和
58
）
年
度
に
完
成
し
ま
し
た
。

一
庫
ダ
ム
は
、
工
事
会
社
や
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
な
ど
多
く
の
業
界
関
係
者
の
皆
様
に

支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
令
和
３

年
度
に
完
成
し
た
工
事
・
業
務
の
う
ち
、

そ
の
成
果
が
特
に
優
秀
な
者
を
表
彰
す
る

優
良
工
事
等
表
彰
式
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

【受賞受注者】

株式会社建設技術研究所

大阪本社 殿

【受賞技術者】

坂井 広正 殿（管理技術者）

ダムが出来ると家屋が水没して
しまう方々には、別の場所（代替
地）への移転にご協力いただく

水 没 者 移 転

ダムが出来ると沈んでしまう
道路の代わりに水没しない
新しい道路をつくる

代 替 道 路

ダ
ム
本
体
を
つ
く
る
場
所
に

流
れ
て
い
る
川
を
ト
ン
ネ
ル
で

迂
回
さ
せ
る

転 流

ダム本体となるコン
クリートを打設する

本 体 工 事

もともとある山を削り
深い場所にある固い
岩盤まで掘削する

掘 削 今

昔

物

語

一

庫

ダ

ム

の

こ

ん

じ

ゃ

く

も

の

が

た

り

龍 化 隧 道 骨材プラント跡地里山環境との共生
川西市歴史民

俗 資 料 館1 2 3 4

4 3
2

1

※番号の写真に関連する記事をスマホやタブレットでお読みいただけます。

不
思
議
な

植
物
【
マ
タ
タ
ビ
】

一
説
に
は
「
長
旅
に
疲
れ
た
と

き
に
こ
の
実
を
食
べ
た
ら
元
気

が
出
て
、
再
び
旅
を
続
け
る
こ

と
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
」

こ
と
か
ら
「
復
（
ま
た
）
旅
」

と
名
づ
け
ら
れ
た
と
か
？

一
庫
ダ
ム
周
辺
に
自
生
す
る
植
物
に
マ
タ
タ
ビ
が

あ
り
ま
す
。
夏
に
虫
え
い
果
と
呼
ば
れ
る
実
が
な

り
、
通
常
の
マ
タ
タ
ビ
の
実
に
ハ
エ
や
ア
ブ
ラ
ム

シ
な
ど
の
昆
虫
が
卵
を
産
み
つ
け
て
形
が
変
形
し

た
も
の
で
す
。
通
常
の
実
は
、
楕
円
形
の
つ
る
つ

る
と
し
た
表
面
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
虫
え
い
果

は
ボ
コ
ボ
コ
し
た
表
面
を
し
て
い
る
の
が
特
徴
で

「
虫
こ
ぶ
」
と
も
い
わ
れ
ま
す
。

通常の実通常の実

虫えい果

（虫こぶ）

「
水
循
環
と
防
災
展
」
（
池
田
市
上
下
水
道

部
主
催
）
が
８
月
１
日
か
ら
８
月
12
日
ま
で
池

田
市
中
央
公
民
館
に
て
行
わ
れ
、
一
庫
ダ
ム

も
参
加
し
ま
し
た
。

一
庫
ダ
ム
の
役
割
や
管
理
所
の
仕
事
な
ど
に

つ
い
て
の
パ
ネ
ル
展
示
や
、
直
接
職
員
が
説
明

を
行
う
「
水
循
環
と
防
災
展
ツ
ア
ー
」
も
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
小
学
生
の
参
加
者
等
が

説
明
を
熱
心
に
聞
き
入
り
、
一
庫
ダ
ム
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

参
加
者
に
は
、
一
庫
ダ
ム
堤
体
が
作
れ
る
ペ
ー

パ
ー
ク
ラ
フ
ト
キ
ッ
ト
や
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ

「
バ
ー
チ
ャ
ル
ダ
ム
見
学
ツ
ア
ー
」
「
ダ
ム

ミ
ッ
シ
ョ
ン
シ
リ
ー
ズ
」
の
案
内
チ
ラ
シ
、
防

災
時
の
啓
発
チ
ラ
シ
等
、
自
宅
で
も
一
庫
ダ
ム

を
知
り
、
楽
し
む
こ
と
が
出
来
る
よ
う
、
配
布

を
行
い
ま
し
た
。

一庫ダムのペーパーク

ラフトはこちらのQR

コードのあるページか

らダウンロードしてね。

魚
と
の
ふ
れ
あ
い
体
験
♪

７
月
24
日
、
8
月
7
日
、
14
日
に
知
明
湖

キ
ャ
ン
プ
場
に
お
い
て
、
猪
名
川
漁
業
協
同
組

合
主
催
の
「
魚
と
の
ふ
れ
あ
い
体
験
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

捕
ま
え
た
ア
ユ
は
、
炭
火
で
塩
焼
き
に
し
て

参
加
者
全
員
で
食
べ
ま
し
た
。
炭
火
焼
き
に

し
た
ア
ユ
の
味
も
格
別
の
よ
う
で
、
子
供
た

ち
も
、
美
味
し
い
と
満
面
の
笑
顔
で
し
た
。

ま
た
、
ア
ユ
を
食
べ
た
後
に
は
、
知
明
湖

キ
ャ
ン
プ
場
内
の
河
川
の
清
掃
活
動
を
実
施
。

参
加
者
の
皆
様
に
は
、
ア
ユ
の
住
む

“
猪

名
川
”
“
知
明
湖
”
に
親
し
ん
で
い
た
だ
き

ま
し
た
。

「
魚
と
の
ふ
れ
あ
い
体
験
」
で
は
、
主
催
者

か
ら
の
ア
ユ
の
生
態
等
の
説
明
を
聞
い
た
あ
と
、

家
族
毎
に
分
か
れ
て
ア
ユ

の
つ
か
み
ど
り
を
体
験
。

子
供
た
ち
は
、
は
じ
め
は

す
ば
し
っ
こ
く
逃
げ
ま
わ

る
ア
ユ
に
悪
戦
苦
闘
。

し
か
し
、
徐
々
に
コ
ツ
を

つ
か
み
、
最
後
は
参
加
し

た
子
供
た
ち
の
殆
ど
が
ア

ユ
を
捕
ま
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

流
木
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ

大
会
を
開
催
し
ま
し
た
！

第16回

青
空
の
下
、
小
さ
な
芸
術
家
た
ち
が
大
集
合
！

夏
ら
し
い
天
気
に
恵
ま
れ
た
7
月
31
日
（
日
）
、

第
16
回
流
木
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
大
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
今
年
は
酷
暑
対
策
と
し
て
、
会
場
を

一
庫
ダ
ム
管
理
所
に
変
更
し
、
会
場
内
は
ミ
ス
ト

フ
ァ
ン
や
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
で
涼
を
と
り
な

が
ら
、
ま
た
協
賛
企
業
の
ア
サ
ヒ
飲
料
株
式
会
社

様
よ
り
ご
提
供
い
た
だ
い
た
三
ツ
矢
サ
イ
ダ
ー

等
で
水
分
補
給
を
行
い
な
が
ら
実
施
し
ま
し
た
。

９
家
族
30
名
の
参
加
者
は
、
流
木
選
び
か

ら
色
つ
け
ま
で
、
自
由
な
発
想
で
そ
れ
ぞ
れ

ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
、
洋
画
家

安
食

愼
太
郎
先
生
の
制
作
指
導
を
い
た
た
だ
き
な

が
ら
、
感
性
に
あ
ふ
れ
た
素
晴
ら
し
い
作
品

を
造
り
上
げ
ま
し
た
。

で
き
あ
が
っ
た
色
と
り
ど
り
の
作
品
を
並

べ
る
と
、
一
庫
ダ
ム
が
真
夏
の
素
敵
な
美
術

館
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
も
、
家
族
ご
と
に

テ
ン
ト
を
分
け
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン

ス
を
保
つ
な
ど
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
を
行
っ
た
上
で
開
催
を

行
い
、
参
加
者
の
皆
様
に
も
、

検
温
や
マ
ス
ク
・
フ
ェ
イ
ス

シ
ー
ル
ド
の
着
用
、
手
指
消

毒

等

、

感

染
症

対

策

に

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

Tシャツ

と同じ

ピンク色♪

カッコいい

色合い！

安食先生に

作品をみて

もらってます

一
庫
ダ
ム
左
岸
に
は
ダ
ム
建
設
時
に
殉
職
さ
れ

た
方
の
慰
霊
碑
と
展
望
広
場
が
あ
り
ま
す
。

今
年
も
お
盆
を
迎
え
る
前
に
、
慰
霊
碑
と
展
望

台
の
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。
清
掃
後
に
は
献
花
、

焼
香
、
黙
祷
し
、
一
庫
ダ
ム
が
管
理
開
始
以
降
、

治
水
・
利
水
の
役
割
を
果
た
し
続
け
て
い
る

こ
と
を
報
告
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
の

無
事
故
無
災
害
を
誓
い
ま
し
た
。

慰

霊

碑

清

掃

2 0 2 2 . 8 . 9 慰霊碑清掃

2022.8 .10 参拝

竣 工

昭和58年5月、クレストゲートより試験放流
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